
　

大
山
隠
岐
国
立
公
園
編
入
２
周

年
を
記
念
し
て
、
第
１
回
出
雲
街

道
根
雨
宿
お
し
ど
り
ヘ
ル
シ
ー

ウ
ォ
ー
ク
大
会
を
開
き
ま
す
。

【
と
き
】

　

３
月　

日
（
日
）

21

　
　

午
前　

時
ス
タ
ー
ト

10

【
コ
ー
ス
】

商
工
会
館
前
～
出
雲
街
道
（
根

雨
街
部
）
～
金
持
神
社
（
往
復

約
８
㌔
）

【
参
加
資
格
】

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

【
参
加
料
】

一
般
＝
１
０
０
０
円
▽
中
高
校

生
＝
８
０
０
円
▽
小
学
生
以
下

＝
５
０
０
円　

※
当
日
の
申
込

み
は
２
０
０
円
増
で
先
着　

人
50

【
申
込
期
限
】

　

３
月　

日
（
水
）
当
日
消
印
有
効

10

【
問
い
合
わ
せ
先
】

同
大
会
事
務
局
（
株
式
会
社
ま

ち
づ
く
り
日
野
）
電
話
０
８
５

９
‐　

‐
０
２
８
０
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３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で

の
７
日
間
は
「
春
季
全
国
火
災
予

防
運
動
」
期
間
で
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で

す
。
火
の
扱
い
に
は
注
意
を
し
て
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
防
止
３
つ
の
習
慣

▽
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い
。

▽
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
は
、
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

▽
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

※
火
災
警
報
器
や
消
火
器
な
ど
を

設
置
し
た
り
、
日
ご
ろ
か
ら
地

域
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
も
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
平
成　

年
度
の
交
通
災

16

害
共
済
の
加
入
受
付
け
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
保
険
は
、
安
い
掛
け

金
で
、
町
民
の
方
で
あ
れ
ば
、
年

齢
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

　

万
が
一
の
時
に
備
え
て
、
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

【
掛
金
】

１
口
が
１
０
０
０
円
で
、
１
人

３
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

【
保
険
期
間
】

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

16

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

17

31

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
企
画
振
興
課

　
　
　
　
（
電
話　

‐
０
３
３
２
）
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8広報ひの

広報ひの特選を受賞

　２月５日、鳥取県広報コンクールが

鳥取県庁で開かれ、広報ひの１２月号が、

広報紙町村２部（１万人未満の部）で

特選、写真の部でも特選に輝きました。

　広報紙１２月号は、菅福元気邑「地域

の自立」などを特集したもので、広報紙

の部では、１３年ぶりに特選になりまし

た。写真は８月号の表紙で、子どもた

ちが水遊びをしている姿を撮影したも

のです。

　特選の作品は、全国広報コンクール

に出品されます。 広報ひの８月号の表紙写真

広報１２月号

鳥取県広報コンクール

火
元
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

お
し
ど
り
ヘ
ル
シ
ー

ウ
ォ
ー
ク
大
会
参
加
者
募
集

写真も特選

平
成　

年
度
交
通
災
害
共
済

16

加
入
受
付
を
し
て
い
ま
す


